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主な環境エネルギー技術の普及

現在 2050204020302020
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既存技術の向上・普及

革新的技術

現状技術パス

地球観測・気候変動予測 温暖化適応技術

環境調和型製鉄プロセス

バイオマス利活用
（次世代バイオマス技術）

海洋エネルギー
（波力、潮力、海流）

省エネ住宅・ビル

高効率石炭火力発電

高効率天然ガス発電

革新的デバイス
（テレワーク）

地熱発電

水素製造・輸送・貯蔵
（製造）

水素製造・輸送・貯蔵
（輸送・貯蔵）

高度道路交通システム

高効率エネルギー産業利用

風力発電

高性能電力貯蔵

植生による固定

革新的デバイス
（パワエレ）

原子力発電

超電導送電

太陽エネルギー利用
（太陽光）

その他（メタン等）
温室効果ガス削減技術

蓄熱・断熱等技術

高効率（低燃費）
航空機・船舶・鉄道

次世代自動車

革新的デバイス
（情報機器、照明、ディスプレイ）

太陽エネルギー利用
（太陽熱）

革新的構造材料

燃料電池

エネルギー
マネージメントシステム

二酸化炭素回収･貯留
（CCS)

高効率ヒートポンプ

革新的製造プロセス

核融合

宇宙太陽光

二酸化炭素回収･貯蔵・利用
（人工光合成)

火力発電
9%

再生可能エネルギー

利用
8%

原子力発電
9%

二酸化炭素回収・

貯蔵・利用 (CCUS)
11%

運輸
7%エネルギー利用技

術、革新的デバイス

（照明）
4%

生産プロセス
4%

エネルギー変換・貯

蔵・輸送

(水素、超電導送電)
7%

その他温暖化対策技

術（メタン等削減技

術）
4%

その他温暖化対策技

術（植生による固定）
10%

その他

(既存技術の普及等)
27%

２０５０年世界の温室効果ガス半減に至る
環境エネルギー技術別の寄与度

出典：公益財団法人地球環境産業
技術研究機構（RITE）試算

別添１

※1 環境エネルギー技術の横軸上の位置は、各技術のロードマップを踏まえ、本格的な普及のおおよその時期を示すものである。
※2 温室効果ガス排出量のカーブは２０５０年に世界の温室効果ガス半減に向けた排出量のイメージを示すものである。

また、現状技術パスは、各種技術の効率（例えば、石炭火力発電の発電効率）が変化しない場合の排出量のイメージを示すものである。 16


